
ホームページが新しくなりました

このたび、エスプールのホームページをリニューアルしました。

ご回答いただいた株主様の中から抽選で30名様に、クオカードをプレゼントいたします。

本誌は、大豆油インキを
使用しております。

※当選者の発表は平成21年11月末のクオカードの発送をもってかえさせていただきます。

ご回答の操作方法等のお問い合わせ先

ご回答方法

株式会社 アイ・アール ジャパン 株主ひろば事務局
E-mail：inquiry＠kabuhiro.jp

アンケートサイト（画面）への接続

今後のIR活動の参考とさせていただきたくインターネットまたはハガキによるアンケートにご協力をお願い申し上げます。
集計結果につきましては、「第10期株主通信」誌上にてご報告させていただく予定です。

ハガキでの回答

アンケートサイト（http://kabuhiro.jp/）の入力ボックスに、アンケートナンバー（上記に記載）
を入力して回答画面にお進みください。

上記プレゼントとは別に、アンケート終了後、株主ひろばメンバーにご登録いただいた方、および株主ひろばメンバーとし
てご回答いただいた方には、3人に１人の確率で500円分のクオカードが当たるチャンスがあります。

このアンケートは、諸費用（郵便料金など）の削減と集計作業の迅速化を目的と
して、株式会社 アイ・アール ジャパン（IR支援会社）が運営するWebアンケート
システム「株主ひろば」を利用して実施しています。

株主通信ではお伝えしきれないプレスリリースや、
ＩＲ資料のダウンロードなど、さまざまな情報を掲載していますので、ぜひ一度
ご覧ください。

Yahoo! JAPANやGoogleなどの検索エンジンからアンケートサイトを呼び出す方法

URL http://kabuhiro.jp株主ひろば

方法
1

方法
2

アンケートにご協力ください アンケート実施期間 平成21年8月31日まで

＊切手は不要です。
＊個人情報保護
　シールをご使用
　ください。

添付ハガキに
ご記入いただき
投函してください。

ホームページ　URL　http://www.spool .co. jp/ 「「「「ワークハハハハハハハハピピピピピピピピピネネネネネネネネネススススススススククククククククララララララララブブブブブブブ」「ワークハピネスクラブ」

エエススススススププールのエスプールの

株式会社エスプール
［証券コード：2471］ 第10期　第2四半期

平成20年12月1日～平成21年5月31日平成20年12月1日～平成21年5月31日

株主通信

特集Ⅰ特集Ⅰ

特集Ⅱ特集Ⅱ
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Top Message ～株主の皆様へ～

0201

■ 売上面について

長期的に安定した成長を実現するために、
専門性の高いアウトソーシングサービスの提供を追求していきます。

　総合人材アウトソーシング事業（（株）エスプール）では、アウトソーシング業務の受託が進んだものの、物流および携帯販売
業務を中心に派遣サービスの売上が大幅に減少しました。前期（第9期）に開始したシステム事業（（株）GIM）については、厳しい
受注環境ではありましたが、グループ全体の売上に大きく寄与することができました。また、パフォーマンス・コンサルティング事業
（（株）エスプール総合研究所）およびモバイル・マーケティング事業（（株）エスプール・マーケティング）については、新入社員研修
や調査業務の受注がそれぞれ増加し増収となっています。

　当第2四半期連結累計期間については、世界経済が100年に1度といわれる大不況に見舞われ、それに伴い日本国内の経済
環境も非常に厳しい情勢となりました。こうした景気減退の流れは、当期がスタートした平成20年12月の時点においても確実
に押し寄せており、当社にとっても厳しい1年になるとある程度予想していました。しかしながら、平成21年からの急激な景気の
減退は、予想をはるかに上回るものとなりました。
　その結果、当第2四半期連結累計期間の業績については、当初の計画と大きく乖離することとなり、株主の皆様には多大な
ご心配をお掛けしたことを、心からお詫び申し上げます。

　期首に立てた事業方針の変更は原則行わずに、その実行スピードを速めることに注力していきます。

　システム事業において、POSシステムの開発など高収益の受託開発案件の新規獲得が進み、売上総利益率が大幅に改善した
ほか、モバイル・マーケティング事業の売上が順調に推移し、グループの連結業績に大きく寄与しました。しかし、一方では総合
人材アウトソーシング事業の売上計画未達成による売上総利益が大幅に減少したほか、パフォーマンス・コンサルティング事業
では外注費用の増加により売上総利益率が低下しました。

1．（継続） 強みを活かしたアウトソーシングサービスの提供

2．（継続） ポートフォリオのバランスがとれた事業基盤の構築

3．（追加） 経営資源における成長分野への重点配分を実施

　人事、広告宣伝、マーケティング、システム、物流など、会社組織に必要な業務をアウトソーシングサービスのメニューとして
拡充していくことで、ポートフォリオのバランスがとれた事業基盤の構築を進めていきます。また、それぞれのサービスの専門性
を高めていくことで、他社との差別化を図り収益性の高い事業を目指します。

　（株）エスプールは、これまでの人材派遣サービスを中心とする事業体制から、成長分野へ軸足を移した新たな事業体制へ
構造転換を図っていきます。当面は、規模拡大よりも収益力の改善とサービスレベルの向上に重点を置き、高利益率が見込める
アウトソーシングサービスの構成比を高めていくことで、“高収益事業基盤”を実現していきます。

　当社設立以来、10年間の実績を持つロジスティクスとキャンペーンのアウトソーシングサービスについて、引き続き強化してい
きます。ロジスティクス分野ではコスト削減や業務改善のニーズが堅調に推移する一方、キャンペーン分野では売上増など直接
的な効果が期待できる販売促進業務へのニーズが確実に高まっており、アウトソーシングサービスの需要拡大に追い風となって
います。

百万円連結売上高

百万円連結経常損失

百万円

3,420
64
93連結四半期純損失

百万円連結売上高

百万円連結経常損失

百万円

3,420
64
93連結四半期純損失

代表取締役会長兼社長

GIM

採用人事
アウトソーシング
事業部

人材ソリューション
事業部

コミュニケーション
事業部

ロジスティクス
事業部

エスプール
総合研究所

エスプール・
マーケティング

収益性　高収益性　低

専門性
低

専門性
高

※バブルの大きさは事業規模

専門性を高めていくことで収益性の高い事業基盤を目指します。
■ 収益面について

第10期 第2四半期の総括

第10期下半期の取り組みについて

各事業部のポートフォリオイメージ
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研修、組織開発コンサルティング（エスプール総合研究所）
　従業員の「ワークハピネス」（仕事の充実感）に着目した企業研修やマネジメント
コンサルティングサービスを提供しています。ワークハピネスの向上という視点から
「トレーニング（研修）」「マネジメントコンサルティング」の２本柱で企業の人材開発
と組織開発を支援しています。

採用人事アウトソーシング（採用人事アウトソーシング事業部）
　アルバイトを中心とした採用のアウトソーシングや人材育成に関する人事コンサル
ティングサービスを提供しています。企業の組織形成や人材の採用・育成など、人事
に関するさまざまなご要望にお応えします。

総合人材アウトソーシング（人材ソリューション事業部）
　さまざまな人材に関する問題を解決するソリューションを提供しています。コミュ
ニケーションスキルを要する人材派遣サービスを中心に、劇場運営の請負など
特徴のあるアウトソーシングサービスを展開しています。

SP＊/広告アウトソーシング（コミュニケーション事業部）
　効果に徹底的にこだわるセールスプロモーション、サンプリングキャンペーンの
実施など、屋外広告と連動したキャンペーンサービスを提供しています。

モバイル・マーケティングサービス（エスプール・マーケティング）

システムコンサルティング/受託開発サービス（GIM）
　セキュリティ技術、組込みシステム開発を中心としたコンサルティングおよび
受託開発サービスを提供しています。流通、公共事業、金融関連のシステムから
航空・空港システムまで、幅広い分野における開発実績があります。

ロジスティクスアウトソーシング(ロジスティクス事業部)
　物流コストをトータルで削減するコンサルティングやアウトソーシングサービス、
システム開発など、お客様の効果的な物流改革を実現するソリューションを提供
しています。

人事部

広告宣伝部

マーケティング部

情報システム部

物流部

　モバイルを活用した独自のマーケティングサービスやプロモーション企画、消費
者の本音をお届けするリサーチ業務を提供しています。

会社組織に必要な機能を
アウトソーシングサービスにて提供。
お客様の企業価値向上を担う
戦略的ビジネスパートナーを目指します。

エスプールの企業変革支援アウトソーシングサービス - お客様の 組織機能をサポート -特集Ⅰ

新会社設立

新商品・
新サービスの
リリース

会社合併

経営者交代
新規事業参入

　ローバリズムや技術革新、少子高齢化など、経済・社会環境の
移り変わりが激しいだけでなく、商品のライフサイクルも非常に短く
なっている昨今、企業が短期間のうちに組織変革を迫られるシーン
を数多く見受けます。短期間での変革を実現するには、さまざまな
課題を効率よく解決することが必要となりますが、各企業が抱える
課題は、組織課題、システム課題からマーケティングの課題まで
多岐にわたるだけでなく複雑化も進んでいます。

　　たちエスプールは、アウトソーシングサービスを通じて、お客様
のさまざまな経営課題の解決をサポートいたします。会社組織に
必要な機能を、私たちがお客様に代わって運営することによって、
その機能のパフォーマンス向上を実現します。

　 客様の人事、広告宣伝、マーケティング、情報システム、物流の
それぞれの部署機能に対して、私たちの専門知識とノウハウを
凝縮した付加価値の高いアウトソーシングサービスを提供して
います。

ーたくさんの企業の企業変革を支援したい！ー

＊セールスプロモーションの略

グ

私

お
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今回は、（株）エスプール総合研究所代表取締役社長の吉村慎吾氏に、自身が提唱する“ワークハピネス ”発案
の動機から、自らが代表を務める「ワークハピネスクラブ」の将来ビジョンに至るまでを伺いました。

「ワークハピネス」の考えを思い立った
きっかけについてお聞かせください。

「働く」ことで「幸福」になれる発想に至る
　以前、とある中学校で講演をしたときに、将来の夢について
尋ねてみたところ、その答えから多くの生徒が「大人になりた
くない」という気持ちを抱いていることを知りました。理由は、
自分たちの周りを見渡しても、楽しそうに仕事をしている大人
が少ないということでした。そのとき、私自身も公認会計士の
ころは仕事を楽しむことができていなかったことを思い出し
ました。
　こうした経験を原点に、人の「幸せ」とは何か、そして私が
なぜ現在の仕事を楽しいと思えるのかをとことん突き詰めて
いったのです。その結果、「使命感」を持って仕事に「熱中」し
ている状態が一番「幸せ」であり、そうした発想こそが“ワーク
ハピネス”だと気付いたのです。

Q1 「ワークハピネス」の定義について
お聞かせください。

「使命感」と「熱中」がワークハピネスのキーワード
　「ワークハピネス」とは「使命感を持って熱中して働いている
状態」を指します。もっと分かりやすく表現すると、「好き」で
あり「得意」な仕事で人や社会に「貢献」できていることを
感じられる状態です。例えば、メジャーリーガーのイチロー
選手をイメージしてください。まだ記憶に新しいＷＢＣ
（ワールド・ベースボール・クラシック）でのイチロー選手は、
「好きな」野球で優勝するという「使命感」を抱きながら、チーム
の勝利に「貢献」するために「熱中」してプレーしていました。
まさに、この状態が、ワークハピネスといえます。

Q2

平成21年4月発足のワークハピネスクラブ
の概要についてご説明ください。

ワークハピネスカンパニーを増やすことがわれわれの使命
　ワークハピネスクラブとは、自社員の仕事の充実感（ワーク
ハピネス）を高めて、業績を上げる企業（ワークハピネスカ
ンパニー）の育成を目的とした会員組織です。社員の仕事
充実度の向上に取り組む企業の成功事例や課題を共有
する「ワークハピネス研究会」の実施、社内コンサルタント
養成講座の開催など、社員相互啓発の場を創造すること
を目的としています。
　人は「見て、感じて、変わる」ものだと思います。ワークハピ
ネスクラブへの参加をきっかけに、企業の方たちに何かを感じ
てもらい、理想の組織へ近づくための第一歩としてもらえれば
うれしく思います。

　当面の目標では、3年以内に日本国内で会員数1,000社
を掲げています。将来的には、10,000社の企業がわれわれ
の実施するワークハピネスサーベイ※1を利用してもらえれば、
「ワークハピネス」が社会的に浸透したといえるのではないで
しょうか。こうした展開については、行政とも連携を図って進め
ていきたいと考えています。
　さらに、その後は海外進出も目指していきます。世界の企業
を対象に“ワークハピネスカンパニーベスト500社”の選出や、
ワークハピネスの発想にあふれた企業を表彰する「ワーク
ハピネスアワード」の開催など、「ワークハピネス」を働く上で
のグローバルスタンダードな考えにしたいと考えています。その
ため、すでに「ワークハピネス」として世界商標を取得しました。

Q3 ワークハピネスクラブの将来ビジョンについて
お聞かせください。

ワークハピネスの世界普及を目指して

Q4

公認会計士として外資系大手会計
事務所にて大企業・ベンチャー企業
の日本および米国での上場を支援。
平成12年4月より（株）エスプールの
立ち上げに参加し、同社を平成18年
2月に大証ヘラクレスに上場させる。
企業の戦略アドバイザーおよび経営
者としての豊富な経験から、パフォー
マンスの向上に直結する企業変革
コンサルティングを信条としている。

商 号

代 表 者 名

資 本 金

所 在 地

事 業 内 容

:

:

:

:

:

株式会社エスプール総合研究所

代表取締役社長　吉村　慎吾

5,000万円（平成21年3月末時点）

東京都港区浜松町2-6-2　藤和浜松町ビル2階
（登記上の本店 : 東京都中央区日本橋2-15-3）

企業研修及びマネジメントコンサルティングサービス
の提供（パフォーマンス・コンサルティング事業）

株式会社エスプール総合研究所
代表取締役社長
吉村　慎吾

会社概要

自分の「価値観に沿っている」
自分の「強み」を遺憾なく発揮している
人や社会に貢献している

ワーク
ハピネス使命感 熱中

ワークハピネスを支える ハピネスインフラ

ワークハピネスの総量を決める

TOPICSTOPICS

ワークハピネスクラブを広めるため、
（株）ベネフィット・ワンと業務提携を締結しました！

※1：企業の従業員の仕事に対する充実度を測定できるサービス

ハピネスリテラシー

上司からの
働きかけ組織の一体感 プライベートの

充実

●

●

●

頑張れば何とか達成可能な明確な目標がある
結果に対するタイムリーなフィードバックがある
「安心」して働くことのできる環境がある

　ワークハピネスクラブの拡大に向けて、福利厚生業務
のアウトソーシングサービスを手掛ける（株）ベネ
フィット・ワンと業務提携し、平成21年5月1日より共同
活動を開始しました。（株）ベネフィット・ワンの会員
企業に対し、共同による営業活動をはじめ、会員企業
向けイベントの開催およびプログラムの提供を行って
いきます。

●

●

●

仕事に使命感を持っている 仕事に熱中できる環境が整っている

「ワークハピネスクラブ」
　　　 世界中の企業をワークハピネスにあふれた組織にしたい。

特集Ⅱ
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決算ハイライト（連結） 財務データ（連結）

セグメント別売上高構成比売上高

経常利益／売上高経常利益率

当期純利益／1株当たり当期純利益

取引社数（実績）

売上高経常利益率
［右軸］

経常利益［左軸］

当期純利益［左軸］

通期
第 2四半期

1株当たり当期純利益
［右軸］

通期
第 2四半期

売上高

通期
第 2四半期

　派遣サービスの縮小により総合人材
アウトソーシング事業の売上が減少し
ましたが、前期に開始したシステム事業
の売上寄与により、10期連続の増収を
達成することができました。

　当期より新しい会計基準を適用しています
が、株主の皆様の利便性を考慮し、本誌に
おいては数値の比較がしやすいよう掲載し
ています。
　前第2四半期連結累計期間や前期に係
る数値やデータは参考情報としてご確認く
ださい。

総合人材アウトソーシング
事業

システム事業 66.1%
25.6%

モバイル・
マーケティング事業

2.7%

パフォーマンス・
コンサルティング事業

5.6%

3,236

43

46

21

3,420

△50

△64

△93

平成20年12月 1日～
平成21年 5月31日

当第2四半期
連結累計期間

平成19年12月 1日～
平成20年 5月31日

前第2四半期
連結累計期間

6,735

111

115

53

平成19年12月 1日～
平成20年11月30日

前期

損益計算書項目 （単位：百万円）

売 上 高

営業利益（損失△）

経常利益（損失△）

四半期（当期）純利益（純損失△）

当第2四半期
連結累計期間

前第2四半期
連結累計期間前期

キャッシュ・フロー計算書

0

△64

△27

△92

708

616

84

7

△31

59

867

　　　　926

32

△64

190

158

708

867

（単位：百万円）

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
現金及び現金同等物の
増 減 額 （ △ は 減 少 )
現金及び現金同等物の
期 首 残 高
現金及び現金同等物の
四 半 期 末（ 期 末 ) 残 高

当第2四半期
連結累計期間

前第2四半期
連結累計期間前期

1株当たりデータ

841円66銭

600円

46,739円27銭

△3,625円09銭

-

42,635円04銭

2,062円51銭

1,700円

47,360円13銭

四半期（当期）純利益（純損失△）

配 当 金

純 資 産

POINT 売上高

　総合人材アウトソーシング事業に
おいて、採用拠点の集約や現場管理
社員の増員を進め経費の削減を図り
ましたが、売上の減少には追いつかず
営業損失となりました。

POINT 営業利益

四半期開示における注記

貸借対照表項目

平成21年5月31日現在

2,022

729

1,206

1,225

2,751

平成20年11月30日現在

前期末

（単位：百万円）

流 動 資 産

固 定 資 産

流 動 負 債

純 資 産

総 資 産

1,392

296

479

1,209

1,689

1,861

657

971

1,104

2,518

平成20年5月31日現在

前第2四半期
連結会計期間末

当第2四半期
連結会計期間末

売上高

（セグメント間取引を含む）

103 百万円2,277 百万円 営業利益

総合人材アウトソーシング事業

　景気悪化に伴う企業の業務効率化やコスト削減のニーズの高まりを
背景にアウトソーシングサービスの受注が進みました。しかしながら、
消費不況の影響が大きかった物流企業向けの人材派遣サービスの需要
が低下し、また、抵触日＊の影響により携帯電話販売員派遣の売上が
大幅に減少した結果、減収減益となりました。
＊派遣受入期間の期間の制限に抵触することとなる最初の日

　大手金融機関の新卒社員研修を一括受託したほか、新入社員向け
研修プログラムの受注が大幅に増加し、過去最高の売上となりました。
しかしながら、利益面では4月に集中した納品対応により、外注費用が一時
的に増加したため、売上総利益率が低下し減益となりました。

　既存取引では、開発プロジェクトの縮小や契約の終了が増加するなど
厳しい受注環境となりましたが、グループ全体の売上には大きく寄与し
ました。また、POSシステムの開発など高収益の受託開発案件の新規
獲得が進み、売上総利益率が大幅に改善しました。

　大型市場調査案件の納品が業績に大きく貢献し、計画を大幅に上回る
増収増益となりました。

売上高 1 百万円191 百万円 営業利益

パフォーマンス・コンサルティング事業

売上高 15 百万円881 百万円 営業利益

システム事業

売上高 24 百万円93 百万円 営業利益

モバイル・マーケティング事業

　当第2四半期連結会計期間末の総
資産は、主に売上の減少に伴う売掛金
の減少により、前期末から232百万円
減少 （8.4％減） しました。

POINT 資産

　売上債権の減少が主な理由で、営業
活動によるキャッシュ・フローの収入
が前期に比べ大幅に増加しています。

POINT キャッシュ・フロー
平成20年12月 1日～
平成21年 5月31日

平成19年12月 1日～
平成20年 5月31日

平成19年12月 1日～
平成20年11月30日

平成20年12月 1日～
平成21年 5月31日

平成19年12月 1日～
平成20年 5月31日

平成19年12月 1日～
平成20年11月30日

取引社数

第10期は経常損失と
なったため売上高
経常利益率は記載
しておりません。

0

2,000

6,000

4,000

8,000

4,990
6,028

6,735
6,819
（予想）

第8期第7期 第9期

（百万円）

（百万円） （%）

第10期

2,320
2,945 3,236 3,420

（社）

800

400

1,200

0

1,600

第9期
上期

第8期
下期

第9期
下期

第10期
上期

1,007
1,097 1,178 1,208

-400

-200

0

200

400

-4

4

0

-2

2

第8期第7期 第9期 第10期

72 93

2.3

46

1.7194

3.9

138
115

△64

△132
（予想）

（百万円） （円）

-200

-100

0

100

200 8,000

-8,000

-4,000

4,000

0

第8期第7期 第9期 第10期

101

41

52

46

53

3,916.59
2,013.71 2,062.51

△192（予想）
△7,462.88（予想）

21

△93
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会社概要

（平成21年5月31日現在）

役員
会社名
創 立
資本金
従業員
本 社

代表取締役会長兼社長
取締役
取締役
社外取締役
社外取締役
常勤監査役
社外監査役
社外監査役

浦上　壮平
吉村　慎吾
佐藤　英朗
赤浦　　徹
竹原　相光
徐　　　進
畑中　　裕
吉岡　　勇

株式会社エスプール（S-Pool,Inc.）
平成 11年 12月1日
584,730,312円
389名（連結ベース、うち契約社員・アルバイト77名）
東京都中央区日本橋 2-15-3　ヒューリック江戸橋ビル3階
TEL ： 03-3517-6633 （代表）

浦上　壮平
吉村　慎吾
エスプール従業員持株会
佐藤　英朗
石田　敦信
日本生命保険相互会社
白石　徳生
中村　勝人
山森　達也
赤浦　徹

5,705株
5,351株
1,171株
1,084株
849株
840株
820株
773株
751株
523株

22.08%
20.71%
4.53%
4.20%
3.29%
3.25%
3.17%
2.99%
2.91%
2.02%

個人・その他
金融機関
証券会社
その他の法人
外国法人等
合計

23,971株
1,214株
226株
407株
16株

25,834株

92.80%
4.69%
0.87%
1.58%
0.06%

100.00%

所有者別株式分布状況

所有数別株式分布状況

5株未満
5株以上10株未満
10株以上50株未満
50株以上100株未満
100株以上500株未満
500株以上1,000株未満
1,000株以上
合計

1,826株
953株
2,770株
1,113株
1,305株
4,556株
13,311株
25,834株

7.07%
3.69%
10.72%
4.31%
5.05%
17.64%
51.52%
100.00%

株式の状況

大株主

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

100,320株
25,834株
1,447名

持株比率持株数株主名

パフォーマンス･
コンサルティング事業

主なグループ会社紹介

（株）エスプール総合研究所

設立／平成 18年 4月
代表取締役社長／吉村 慎吾
資本金／ 50百万円

（株）エスプール・マーケティング

設立／平成 15年 6月
代表取締役社長／山森 達也
資本金／ 11百万円

（株）GIM

設立／平成 17年 5月
代表取締役社長／徳武 信慈
資本金／ 100百万円

システム事業 モバイル･
マーケティング事業

従業員の「ワークハピネス」（仕事
の充実感）に着目した企業研修や
マネジメントコンサルティングサー
ビスを提供しています。ワークハピ
ネスの向上という視点から「トレー
ニング（研修）」「マネジメントコンサ
ルティング」の２本柱で企業の人材
開発と組織開発を支援しています。

システム業界で高い成長性が
見込まれるセキュリティ分野と
エンベデッド(組込み)分野を中心
としたシステムコンサルティング
およびエンジニアリング事業を
軸に、ソフトウェアの設計･開発･
保守･ハードウェアの販売を柱と
した幅広い事業を展開しています。

移動体通信事業者、消費財メー
カー向けに、新商品マーケティン
グ調査、販促企画業務を行ってい
ます。
また、同事業で得たモバイル・マー
ケティングに関するノウハウを活
かして、携帯電話を利用した市場
調査サービスを提供しています。

事業年度
定時株主総会
基準日

株主名簿管理人

同事務取扱場所

郵便物送付及び
電話照会先

インターネット
ホームページURL
公告方法

上場証券取引所

毎年 12月1日から翌年 11月30日まで
毎年 2月開催
定時株主総会 毎年 11月30日
期末配当金 毎年 11月30日
中間配当金 毎年  5 月 31日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日
大阪府大阪市中央区北浜四丁目5番 33号
住友信託銀行株式会社
東京都中央区八重洲二丁目3番 1号
住友信託銀行株式会社証券代行部
〒183-8701 東京都府中市日鋼町 1番 10
住友信託銀行株式会社証券代行部
住所変更等用紙のご請求： 　　 0120-176-417
http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/retail/service/daiko/index.html

電子公告とする。但し、電子公告を行うことができない事故その他のやむをえない事由が生じた
ときは、日本経済新聞に掲載して公告する。
http://www.spool.co.jp/
大阪証券取引所「ヘラクレス」市場

株主メモ

＜株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について＞
住所変更等のお届出およびご照会は、口座のある証券会社あてにお願いいたします。


